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吉備医師会エリアにおける地域包括ケアネットワーク

 吉備医師会理事　藤井　基弘

　吉備医師会のエリアでは、ICTネットワークとしてZoomとケアキャビネットを併用して
います。
　2023年３月末で「晴れやかネット」が終了し、ケアキャビネット単体利用として（両備シ
ステムズがシステム管理担当となり）継続使用しています。
　ケアキャビネットでは在宅患者にケアマネージャー、訪問看護、訪問介護、訪問薬局、デ
イサービス、ショートステイ等の対応事業所と利用可能な範囲で連携登録を行って活用して
います。
　吉備医師会感染委員会は、Zoomにより備中保健所、総社市行政、吉備歯科医師会、薬剤
師会吉備支部、訪問看護ステーションのメンバーも参加して開催されています。
　認知症のある患者様で、当院から片道40分ほどかかる総社市の最北西部の山頂近くで独居
生活をされている方もおられます。短期記憶障害があり、毎回「はじめまして」から診療が
始まります＝写真１、写真２。

写真１（総社市の最北西部の山頂
近くで独居生活している患者さん）

写真２（車による送迎サービス）

　毎日どこかの事業所の方が訪問やら送迎デイサービスをして、その時その時の生活の様子
や患者さんの情報について上のような画像をケアキャビネットに持ち寄り、状況を共有して
います＝写真３、写真４。
　また、お薬もカレンダーに入れ、毎日誰かが関わり確認をしながら、管理を行っています。
患者宅に情報共有ノートもありますが、訪問した時しか確認できません。ケアキャビネット
で日々確認ができるので大変重宝しています。情報を連携多職種で共有できること、不急の
質問事項であれば意見交換を含めて多職種で確認し合うことで支援の裾野が広がっていま
す。

地域包括ケアネットワーク地域包括ケアネットワーク No.97
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他の介護保険サービスと点数を取り合う形となる。これでは、入院と比べて遜色のない終生期を
お過ごしいただくことなど、無理というものである。
　今回、経験した末期心不全の患者さんについても、特別指示書の期間中、ケアマネージャーと
訪問看護師が、仮に特指示期限を越えて患者さんがご存命だった場合、いかに介護保険点数を配
分してケアしていくか、深刻な様子で相談していたことを思い出す。結果として特指示期間中の
ご臨終であったが、仮にその期間を越えていたら、難しい局面を迎えていたことと思う。
　なぜ、終末期訪問看護における医療保険の適用範囲が、悪性腫瘍以外に広がらないのだろう。
医科診療報酬点数に関する問題は、地区医師会を通じて県医師会社会保障部会で取り扱っていた
だくようお願いすれば良いのであろうが、訪問看護における問題となると、どなたにご相談すれ
ば、実効的な動きに結びつくのか、私には見当もつかない。
　開業医は、高齢化や慢性的なスタッフ不足に加え、会議だ、当番医だ、健診だ、ワクチンだと
駆り出されて疲弊し、慢性疲労の状態である。そのため、都市圏を中心とした一部のクリニック
以外が、積極的に在宅看取りを増やしていくことは、なかなか難しいと思われる。
　小院の所在する岡山市は、現在、在宅看取りの促進に向けた他職種連携や普及啓発事業を行っ
ている。しかし、本当に在宅看取りを増やしたいのであれば、在宅支援チームが安定的にサービ
スを提供できるよう、ぜひ厚生労働省に、訪問看護の医療保険適用拡大をはたらきかけて欲しい
ものである。

御津医師会：山中慶人
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岡山県医師会産業医部会委員会・岡山産業保健総合支援センターからお知らせ

「団体経由産業保健活動推進助成金」について
　「団体経由産業保健活動推進助成金」は、中小企業や労働保険の特別加入者を支援する団体等
（以下、「事業主団体等」という。）を通じて、中小企業等の産業保健活動の支援を行う助成金で、
事業主団体等が傘下の中小企業等に対して、産業保健サービス（※）を提供するために産業医等
と契約した場合、その活動費用の80%（上限100万円）を助成するものです。
　現在、労働者健康安全機構において、実施計画の提出を受け付け中で、期限は令和５年７月31
日（必着）となっています（７月31日以降であっても、予算の上限に達していないことが明らか
になった場合は提出期限が９月29日まで延長される予定です）。
　郡市等医師会は産業保健サービスの提供者にもなり得ることから、今後、事業主団体等から同
サービス提供に関する契約締結の申込みが来ることが想定されます。
　団体経由産業保健活動推進助成金につきましては、岡山産業保健総合支援センターまでお問い
合わせください。

※産業保健サービスには、医師等による以下のようなものが該当します。
　•健康診断結果の意見聴取
　•保健指導
　•長時間労働・高ストレス者の面接指導
　•健康相談対応
　•治療と仕事の両立支援
　•職場環境改善支援
　•健康教育研修等
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　感染委員会は、Zoom開催なので慣れない方には意外かもしれませんが、当日決定された
緊急開催も可能です。遠方であっても関係なく、自家用車内からの参加や、駅の地下街を移
動中にもかかわらず、参加いただいたこともあります。セキュリティリスクはあるものの、
とにかく話し合いが進むというのは大変ありがたいです。
　新型コロナは５月８日から５類相当に変わりましたので、久しぶりに現地開催となりまし
た＝写真５。一緒にお食事会を開催できました。これも連携を深める大切な時間となりまし
た。
　参加のしやすさは、オンライン開催が圧倒的ですので、今後もZoom開催の予定です。
ポストコロナとなりつつある現在、研修会や勉強会も現地開催が増えつつあります。ICTと
の併用で地域包括ケアネットワークがより良いものにますます進化してくれることを願って
います。

写真５（久々の現地開催となった感染委員会）

写真３（家の様子） 写真４（患者についての情報）
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